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Figure　3，Effect　of　lgG　blockage　on　FITC　conlugated　antlbody　bindings　to　lgG／lgMIC3　positive　platelets．　FITC　conlugated
　　　　antibodies　to　the　positive　platelets　were　blocked　by　eight　times　excess　of　non－labeled　anti－lgG　antibodies．　Black
　　　　and　white：Negative　control．　Grey：lgGIIgMIG3　positlve　platelets．
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Table　l　Effect　of　platelet　surface　lgG，　IgM　and　C3　b！ockage
　　　on　FITC　conlugated　antibody　binding．
FITC　co】ガugated　　　　　　　IgG　block　IgM　block　C3　block　antibodies
anti　dog　IgG
anti　dog　IgM
anti　dog　C3
??
十
十
??
Platelet　surface　IgG，　IgM　and　C3　were　blocked　by
pretreatment　with　eight　times　excess　of　same　antibodies　to　the
FITC　conjugated　antibodies．
＋：positive，一：negative　binding　of　FITC　conjugated
antibodies．
との間で交差反応は起こらないことが確認された。
　また，それぞれのFITCラベル抗体の特異結合性が
確認されたことにより，これらのFITCラベル抗体を
用いて血小板表面IgG，　IgMあるいはC3検出を行う
際に，IgGIIgMIC3陽性血小板は，共通の陽性血小板
として利用可能であることが示唆された。さらにこ
の陽性血小板は，1％パラホルムアルデヒドで室温
にて30分間固定してから冷蔵することで長期保存が
可能であった。
　PRPにLPSを添加することによりIgGπgMIC3陽性
血小板は容易に入手でき，長期の保存も可能なこと
から，今後の血小板表面IgG，　IgMおよびC3検出に
おいて，有用なものと思われた。
4．要　約
　犬血小板表面の免疫物質lgG，19Mおよび補体
（C3）陽性コントロールの作製法を検討した。これ
らの血小板表面免疫物質は，FITCラベル抗犬IgG抗
体，抗犬IgM抗体あるいは抗犬C3抗体を結合させ，
’フローサイトメトリーを用いて検出した。
　IgG，　IgMおよびC3それぞれ単独陽性血小板の作
製を試みたが，得られたのはIgM陽性血小板のみで
あった。多血小板血漿にエンドトキシン（LPS）を
加えたところ，IgG，　IgMおよびC3いずれも陽性の
血小板が得られた。このIgGIIgM／C3陽性血小板を，
IgG，　IgMおよびC3検出のいずれにも共通する陽性
トロールとして使用することを考えた。そのために
は，上記の3種FITCラベル抗体が，それぞれの標的
物質に特異的に結合することが前提となる。
　そこで，FITCラベル抗体の8倍量の非ラベル抗犬
IgG，抗犬IgMあるいは抗犬C3抗体を10分前から作
用させて結合をブロックしたところ，3種類のFITC
ラベル抗体は標的免疫物質のブロック処理によって
のみ結合が阻害され，他の免疫物質との交差反応は
否定された。
　以上の結果から，これらの抗体を用いることを前
提とすれば，IgGIIgMIC3陽性血小板は，3種の免疫
物質のいずれにも共通する陽性コントロールとして
利用できることが示唆された。
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